
                  

 

 

当院は、R8 年 5 月 9 日で、開院 10 周年を迎えること
ができました。患者さま、一緒にがんばってきたスタ
ッフ、そして支えてくださった全ての皆様のお力添え
のお陰と思っています。心より感謝申し上げます。  
院⻑ 鈴木慎二 
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今年度から変わった肺炎球菌ワクチン（5 年毎の再接種が不要に） 

 

肺炎球菌は、高齢者や持病のある方に重い肺炎や敗血症、髄膜炎などを 

引き起こす原因となる細菌です。特に高齢者に多い「市中肺炎」の主な 

原因であり、日本では肺炎が死亡原因の第 5 位となっています。感染を 

予防するために、肺炎球菌ワクチンが推奨されています。 

●R8 年 3 月で、5 年毎の接種を推奨していた高齢者肺炎球菌ワクチン 

(23 価)（ワクチン名 ニューモバックス NP）は当院では中止しています。 

●R8 年 4 月～、高齢者定期接種については、高齢者肺炎球菌ワクチン 

(20 価)（ワクチン名 プレベナー20）の接種を開始しています。 

65 歳となる方は 1 年間、接種費用の助成を利用できます。5 年毎の追加接種は 

不要となり、１回の接種で生涯にわたる強い免疫が期待でき、高齢者の重篤な肺炎を

約 7 割カバーします。 

今まで、ニューモバックス NP を接種していた方は、最後の接種から 1 年後に 

プレベナー20、または、21 価肺炎球菌結合型ワクチン（ワクチン名 キャップバック

ス）を推奨しています。両者の違いなど詳細については、外来でお尋ねください。 

  ご自身の健康を守るための一つの選択肢として、肺炎球菌ワクチンの接種を是非、

ご検討ください。 

 

 

 

           

 

診療・休診のお知らせ 
R8/5/31（日）休日当番医 
R8/6/1 (月) 休診日 
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白衣の天使 
掲 示 板 

 

待合室コーナーは、糖尿病の予防や改善に向けた情報をお伝えします。  


